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　　【目的】従来よ り， 発作波 の 伝播経路の 1つ と して，視床

諸核 が重要視 され て い る．今回我 々 は ，
ペ ニ シ リ ン （Pc）焦点

を視床後外腹側核 （VPL ）に 作製 し， 焦 点 成 熟過程お よ び 発

作波伝播様式 に関して検討 した．　【方法】成猫 29匹 を 用い

広 範囲 両側開頭を 行 っ た ．次 に 薬物注入用深部電極 を，脳 室

貫通を避 け る ため に middle 　ectosylvian 　gyrus か ら，定位的

に 両側 VPL に 刺入 した．体性感覚誘発電位 に て 電極先端 が

VPL ｝こ ある こ とを確認後，ほ ぼ 覚醒状態 に て
一
側 VPL に Pc

O，Olm1 （io6V！ml ）を 注入 し た．焦点成熟過程 は ， 深部脳波

（両側 VPL ），皮質脳波（両側皮質計 10 ケ所） に て観察 し ，

Data 　recorder に 集録 した．そ の 後脳梁 ， 中間質を切截 した，

実験終 了後，Signal　pr。cessor 　7T17 （日本 電気三 栄）を 用い

て ，発作波解析を行い ，発作波伝播様式を 検討 した．

　【結果】焦点成熟過程 は，VPL に 棘波が 散発す る 1期，多棘

波や 後発射（after 　discharge： 佃 ）が頻発す る 皿期 ， 発作発

射（ictal　discharge： 工D ）を 認 め ， 焦点が十分成熟した と考

え られ る 皿期 を認め た ．m期 まで 観察 しえ た の は，25匹

（86 ％） で あ り， 各時期へ の 到達時間は，1期 10．5 ± 9．1

分，皿期 31．6 ± 22．7分，皿期 58 ．2 土 37．5 分で あ っ た．発

作波伝播様式 をみ る と， 1期 で は 発作波が ， 注入側 VPL
， 運

動野，第 1体性感覚野に 限局す る傾向を 示 した が，且期 で は

両側 VPL か ら皮質に 広範な伝播を認め た．エDは ，
　 nnか ら継

続 して 出現す る傾向が あ り，Pc 注入 側 ▽PL か ら速 や か に 非

注入 側 VPL， 両側皮質へ 全汎化す る と同時 に，下顎部，前肢

よ り始 ま る clonic 　seizure の 出現を み た．通常 ID は ， 全誘

導同時に 停止 し，発作後抑制期 に 移行す る が
， 時に 非注入側

VPL を 中心 と し非注入側優位 に ID が持続す る 分離現象 を認

め た ．脳 梁切截後も非注入側 VPL へ の 伝播を完全に 阻止で き

ず ， 中間質切截を 必要 と した． 【結論】 IDは ， 注 入側 VPL

の AD を起点 と して 視床諸核が
一

斉に 発射 した 結果出現す る

の で は ない か と推察 され た ．また，分離現 象が ， 非注入 側

VPL で 認め られ た こ とに よ り， 中間質を 介 した 直接伝播に よ

り非注入側VPL が 鏡焦点 と して の 性質を 有 し て い る こ とが示

唆された．

　 難治性て ん かん の 治療 と して，脳架切 離 が 効 果 が あ る

こ とが 報告 され て い るが．そ の 効果 の 判定 は さまざまで

あ る。我 々 は ， 猫 の 扁桃核 キ ン ド リン グモ デ ル を 用 い，

脳 梁 切 離 の 影 響を 検討 し，興 味あ る結果 が 得 られたの で

報告す る 。

【方法】実験 に は 17匹の 成猫を 用 い た。定位脳手術 を お

こ な い ，両側扁桃核， 海馬 に 双極電極を置 い た 。 脳 梁切

離 は，全 脳 渠 切離，前 半部 切離及 び海馬交連 切離の 3群

に 分 け て検討した。

【結果及 び 結論】全脳梨切離，前半部脳染切離群 で は，

扁核核 キ ン ドリン グは半球内の 進展 の み が見 られ，対側

へ の 発作 の 進展 は 認 め られ な か っ た。

　海馬交連切離群で は．半 球 間 で の transfer 　 effect が

抑制された 。 以 上 の 事実 よ り，

（1〕 脳槊前半部 は，焦点発作 の 両側半球 へ の 進展 と全汎

　化 に 重要 な働きを持 つ 。

（2〕 海馬交連 は，半球間 で の transfer 　 effect に 関 与 し

　 て い る 。
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